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金
津
本
陣IKO
SSA

、
北
陸

新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
改
札
前
、

セ
ン
ト
ピ
ア
あ
わ
ら
、
新
富
・

天
王
・
新
・
六
日
・
水
口
・

古
区
の
本
陣
（
常
設
展
示
場
）

で
作
品
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

うマッチ天王みんなの昇竜～スプーン4500本
が紡ぐ、新富の熱い夏～

　　
本
陣
飾
り
物
の
歴
史
は
江
戸

時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
参
勤

交
代
で
本
陣
に
泊
ま
る
殿
様

や
役
人
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、

商
人
た
ち
が
日
用
品
で
飾
り

物
を
制
作
し
た
こ
と
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
ら
市
商
工
会
が
実
施

す
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
昭
和

35
年
に
始
ま
り
、
金
津
地
区

の
18
地
区
が
毎
年
テ
ー
マ
を

考
え
て
制
作
し
、
出
来
栄
え

を
競
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
干
支
の
ウ
マ
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
物
が

数
多
く
見
ら
れ
た
ほ
か
、
芦
原

温
泉
駅
西
口
へ
の
出
店
が
決

ま
っ
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
ち

な
み
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を
模
し
た
飾
り

物
も
並
び
、
訪
れ
た
人
た
ち
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
テ
ー
マ
で
も
、
材
料

や
組
み
立
て
方
に
各
地
区
の

工
夫
や
個
性
が
光
り
、
来
年

の
作
品
に
も
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。

脇出 なぞだらけの鳥
ハシビロコウ 秀吉・秀長の龍神絵馬 ホースでホース（馬）十日

ホースで馬（Horse） 蜘
く も

蛛Ｍありがとう

馬
うまじるし

印（豊臣秀吉）甦
よみがえ

る首里城

H3ロケット6号機
打上げ成功

青
せいりゅう

龍（東
ひがし

の守護神）守り神水口バーガー
本陣前店

芦原温泉。
盛り揚げますか！？あわら市の初マック

あわら鎮守鬼瓦
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駿
しゅん

古
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本
陣
飾
り
物

　

コ
ン
ク
ー
ル

金
津
祭

県商工会連合会長賞県商工会連合会長賞
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市
の
無
形
民
俗
文
化
財
「
金
津
祭
」
が
、

７
月
18
日
（
土
）
か
ら
20
日
（
月
・
祝
）

ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
19
日
（
日
）
の
本
祭
で
は
、
古
区
に
よ
る

金
津
神
社
神
輿
渡と
ぎ
ょ御
や
、
水
口
区
の
「
真ま
が
ら柄

十じ
ゅ
う
ろ
う
ざ
え
も
ん

郎
左
衛
門
」、
十
日
区
の
「
豊
と
よ
と
み
き
ょ
う
だ
い

臣
兄
弟
（
秀ひ
で
よ
し吉

と
秀ひ
で
な
が長
）」、
新
区
の
「
連れ
ん
じ
し
獅
子
」
の
3
基

の
人
形
山
車
が
金
津
地
区
を
巡
行
し
、
18

地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
本
陣
飾
り
物
の
前
で
太
鼓

や
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

新富

市議会議長賞市議会議長賞

下八日

榛ノ木原

上八日 春日

旭

▼ 新区の太鼓演奏▼ 新区の太鼓演奏▼ 新区の山車太鼓▼ 新区の山車太鼓

▼ 新区の子ども踊り▼ 新区の子ども踊り

▼ 新区の前囃子▼ 新区の前囃子

▼ 新区の御神輿▼ 新区の御神輿

▼ 新区の帰り山車と十日区の帰り山車▼ 新区の帰り山車と十日区の帰り山車

▼ 水口区の山車太鼓▼ 水口区の山車太鼓

▼ 水口区の子ども囃子▼ 水口区の子ども囃子

▼ 水口区の太鼓演奏▼ 水口区の太鼓演奏

▲ 金津神社前に集結する 3 基の山車▲ 金津神社前に集結する 3 基の山車

▼ 水口区の前囃子▼ 水口区の前囃子 ▼ 竹田川の水面に映る山車▼ 竹田川の水面に映る山車

▼ 十日区の子ども踊り▼ 十日区の子ども踊り

▼ 十日区の太鼓演奏▼ 十日区の太鼓演奏

▼ 十日区の前囃子▼ 十日区の前囃子

▼ 十日区の山車太鼓▼ 十日区の山車太鼓

▼ 古区の神社神輿▼ 古区の神社神輿
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